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長崎の街のヴィジュアル ･エレメント
































































図4 文教町の街灯 図5 思案橋通りの街灯 図6 図5の街灯の細部
図8 図7の街灯の細部 図9 大浦海岸通 りの街灯 図10 松が枝国際観光埠頭の門灯















図7は ｢福建通 り｣と呼ばれる通 りに設置されている街灯である｡光源部が歩道側に突き
出す形になっているが､そのデザインがいかにも中国風である (図8)0








図12 南山手の街灯 図13 須加五々道美術
館の外灯
図14 橋の枚の街灯
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図30 湊公園の公衆 トイレ 図31 水辺の森公園の公衆 トイレ
図24は ｢シーボル ト通 り｣ に置かれていた石のブロックで､｢やすみいし｣ と刻まれてい
たので､確かに腰掛である｡普通のベンチも隣に置かれていた｡龍馬通 りには､図25に示
すような六角柱の石が置かれていて､こちらは漢字で ｢休石｣と刻まれている｡図26は南





メージがある｡図28は中島川沿いの ｢宮の下公園｣ 内にある公衆 トイレである｡西洋風の
イメージをねらったというより､子 どもたちが親近感を抱 く童話のイメージをねらったよ
うに思われる｡図29は ｢長崎市公会堂｣ 前の広場にある公衆 トイレである｡堅固な洋風建
築の雰囲気が､長崎の街のイメージに合っていると思われる｡




























る係船柱 (図38) と同じ形状である｡これを見て､係船柱の形状だと気づき､｢船｣や ｢岸
壁｣を連想する人は多いはずである｡

























た形の石製の柱 と柱の間を鎖でつないでいる｡ 図43は ｢出島ワーフ｣の裏手を通る道路に
設けられた横断防止柵である｡石製の円柱 と円柱の間を鎖でつないでいる｡図42･図43の


























































図57は1620年に創建された ｢興福寺｣である｡1628年創建の ｢福済寺｣､1629年創建の ｢崇






図clOは ｢孔子廟｣ の赤レンガ塀 と､内部に立つ建物の燈色の菅 (いらか)である｡筆者
は中国や台湾を訪れたことがないが､古い街並みの写真などで目にする光景である｡
図60は ｢出島和蘭商館跡｣の復元棟を取 り囲む板塀である｡どちらかといえば､洋風で














図67 日本二十六聖人殉教碑 図68 水辺の森公園のオブジェ 図69 新地の湊公園
Ⅱ-4 屋外公共施設
(1)屋外彫刻 ･オブジェ
図62はシーボル トの胸像で､｢シーボル ト宅跡｣に改置されている.図63は ｢坂本龍馬之
像｣である｡｢亀山社中｣の前に設けられたポケットパークには､｢龍馬のぶ一つ｣像 (図







碑｣のある ｢西坂公園｣､｢新地中華街｣隣接の ｢湊公園｣(図69)､長崎港に面した ｢水辺
の森公園｣(図cll)などが挙げられる｡





































表3 イメージ対ヴィジュアル ･エレメン ト
イメージ
エレメント 大項 目 異国情緒 幕末 平和 港
小項 目 中国 西洋 坂本龍馬和風 シIボルト どフ′ヾl 辛ソンタ弾圧 被爆 舵港 演







案内サイン ○ ○ ○
建造物 家屋 (住家 .店舗) ○ ○寺社
塀 .垣根 ○ ○
屋外公共施設 屋外彫刻 .オブジェ ○ ○ ○ ○
公園 .広場 ○ ○ △ ○ ○ ○








アル ･エレメン トとの対応関係は表3のようになった｡イメージに対応するヴィジュアル ･
エ レメン トが実際に存在 している箇所を○印で示 した｡なお､グラバーに対応する公園 ･
広場 としてグラバー園が挙げられるが､入園有料のため､△ とした｡
表3を見るかぎり､やは り､異国情緒のイメージを形成する西洋風 と中国風のヴィジュア
ル ･エ レメン トが多い｡観光客にとって､街のイメージの種類が少ないほうが理解 しやす
いし､また､観光客を受け入れる側にとっても､イメージ形成のエ レメン トを創出しやす
いと思われる｡この視点からは､幕末や平和などのイメージに対応するヴィジュアル ･エ
レメン トが少ない とい う実態はむしろ好ましいといえる｡


























2) 岡田一天 ｢デザインの方法 ･要素｣篠原修編 『景観用語事典』(彰国社､1998年)p.92-93から引用｡
3)長崎県編集 『長崎県文化百選 [6]海外交流編』(長崎新聞社､2000年)pp.48-49を参照｡
4) 西沢健 『ストリート･フアニチュアー屋外環境エレメントの考え方と設計指針』(鹿島出版会､1983年)
pp.137-138を参照｡
5)長崎県編集 『長崎県文化百選 [6]海外交流編』(長崎新聞社､2000年)pp.54-55を参照｡
6) 同上､pp.48-49を参照｡
7) 同上､pp.152-153を参照｡
8) 同上､pp.186-187を参照｡
9) 同上､pp.56-57を参照｡
10) 同上､pp.188-189を参照｡
ll)石井一郎編著 『都市景観の環境デザイン』(森北出版､2000年)pp.97-98を参照0
12) 橋爪紳也 『集客都市』(日本経済新聞社､2002年)p.73から引用｡
図表出典 すべて筆者撮影および筆者作成
長崎の街のヴィジュアル ･エレメント
図C1 崇福寺
図C5 松が枝国際観光
埠頭の電話ボックス
図C2 亀山社中跡の
傍に立つ街灯
図C3 南山手の
ドン ドン坂
図C6 出島ワーフ前の遊歩道
図C8 シーボル ト記念館等への
誘導サイン
図cll 長崎水辺の森公園
図C14 運河沿いの遊歩道
図C9 孔子廟の塀沿いに立つ
誘導サイン
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図C4 活水学園下の
オランダ坂
図C7 出島ワーフに隣接する
海岸広場
図C10 孔子廟の赤レンガ塀と
橿色の菱
図C12 水辺の森公園にある石の
オブジェ
図C15 中島川に架かる眼鏡橋
図C13 救命用浮輪
図C16 鉄製 トラスの出島橋
